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	１．庄原市汚水処理構想について
	　平成18年４月の広報しょうばらに、庄原市汚水処理構想を策定と大見出しで発表されたが、その翌年４月の広報しょうばらには、庄原市汚水処理事業見直しと軌道修正。しかしその後は何の説明もなく、事業は進んでいるのか遅れているのか、はたまた中止となったのか。平成17年に５年以内には公共下水道に接続できますとの説明会を一度開いただけで、その後はナシのつぶてだ。説明を鵜呑みにしていた方々は、住宅新築を延期したり、住宅改修を２段階で実施しなければならなくなった人など、深刻な事態に陥っている。しかし、下水道課に伺っても明確な話を聞くこともできず、非常に情けない思いをしている。他市と比較することはいかがかとも思うが、隣の三次市は昨年、国の補助をもらい、汚水基本処理構想を練り直され、生活者重視ということで、積極的に予算もつけられて事業を進めている。

(１)本市の下水道整備計画、実施計画を示し、実施計画に対する整備率、整備状況を伺う。
(２)さらに今後の庄原市の汚水処理に対する取り組み方を具体的に伺う。
	市　長
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	２．財政健全化に対する基本方針は
	　現在の庄原市の財政運営は、平成18年に策定した持続可能な財政運営プランにより、実質公債費比率を下げることのみに苦心して、借金返済を最優先しておられるように見える。655億円からの借金を抱えながら事業を行い、どういう手法で財政を健全化されるのか。私の予測では、国からの交付金も減額となり、ますます苦しい台所となるのではないか。平成27年からの一本算定により25億程度の交付税が減額となることも明らかだ。

(１)これから議論されるであろう、職員の適正化問題、各種委託費問題、税収の確保問題をどのように考えておられるのか。

(２)市長は、広報しょうばら６月号の市長に聞くの中で、「家計と同じように、借金をしてでもやるべきことはやらなければいけないと思います」と掲載されているが、やるべきことには、特別枠による起債も可能ということか。
	市　長
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